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水
道
や
空
調
な
ど
の
配
管
用
継つ

ぎ

手て

メ
ー
カ
ー
・
東
尾
メ
ッ
ク
㈱
。
65
年

の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
井
上

佳よ
し

典の
り

社
長
は
「
管
の
種
類
の
変
化
に

対
応
し
、
社
員
一
丸
と
な
っ
て
新
し

い
継
手
を
生
み
出
し
て
き
た
」
と
胸

を
張
り
ま
す
。

　
鋳
物
分
野
の
マ
レ
ア
ブ
ル（
可
鍛

鋳
鉄
）
継
手
が
同
社
の
原
点
。
昭
和

40
年
代
に
、
鋼
管
の
内
面
が
錆
び
て

起
こ
る
赤
水
が
社
会
問
題
化
し
、
業

界
は
転
換
期
を
迎
え
ま
す
。
腐
食
を

防
ぐ
た
め
、
内
部
に
塩
化
ビ
ニ
ー
ル

を
施
し
た
複
合
鋼
管
継
手
が
主
流

に
。
東
尾
光み

つ

紹あ
き

会
長
は
当
時
、「
パ

イ
プ
と
継
手
を
セ
ッ
ト
で
販
売
で

き
な
い
か
」と
考
え
、パ
イ
プ
メ
ー

カ
ー
と
の
業
務
提
携
を
取
り
付
け

販
路
を
拡
大
。
以
降
そ
の
分
野
で

業
界
屈
指
の
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
て

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

き
っ
か
け
に
試
練
が
訪
れ
ま
す
。

堅
く
て
強
い
鋼
管
配
管
が
耐
震
面

で
の
脆も

ろ

さ
を
露
呈
。
円
高
な
ど
に

よ
る
輸
出
減
や
規
制
緩
和
も
加
わ

り
、
マ
レ
ア
ブ
ル
継
手
か
ら
樹
脂

管
な
ど
の
多
様
な
継
手
に
シ
フ
ト

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
管
種
変
更
の
時
代
が
到
来
し
、

「
性
能
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
」。
井
上
社
長
は
話
し
ま
す
。

製
品
開
発
チ
ー
ム
だ
け
で
な
く
、

協
力
企
業
の
井
上
ス
ダ
レ
㈱
と
と

も
に
新
た
な
開
発
へ
の
挑
戦
が
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
生
ま
れ

た
主
要
製
品
、
樹
脂
管
用
の
「
ス

ナ
ッ
プ
継
手
」
は
、
パ
イ
プ
を
差

し
込
む
だ
け
の
ワ
ン
タ
ッ
チ
施
工

で
、
接
続
時
に
音
が
し
て
施
工
完

了
を
確
認
で
き
る
こ
と
が
特
長
。

ま
た
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
対
策
を
講
じ

た
冷
媒
配
管
用
継
手
「
お
っ
ぞ
ん

く
ん
」
は
、
従
来
の
火
を
使
う
施

工
で
は
な
く
、
安
全
な
無
火
気
工

法
を
実
現
し
ま
し
た
。

　「
今
後
は
新
興
国
な
ど
海
外
で

も
受
け
入
れ
ら
れ
る
製
品
を
提
案

し
、
将
来
に
向
け
て
人
材
や
事
業

を
育
て
て
い
き
た
い
」
と
井
上
社

長
。
次
世
代
を
見
据
え
た
挑
戦
が

こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
き
ま
す
。

世界初の
メカニカル継手を開発

東尾メック株式会社

1950年（昭和25年）３月設立

「漏れない・抜けない・簡単接続」
をコンセプトに、革新的な方法
で接続するメカニカル継手を開
発し、国内外の特許を多数取得。
本社の河内鋳

い も じ

物師の里「鋳物資
料館」には、創業からの製品を
展示し、その変遷を紹介している。
菊水町 8-22　☎ 53-2281
http://www.mech.co.jp/

※今月号から「かわちながの ものづくり探訪」の連載（隔月）を開始します。
　企業などの生産現場を訪ね、技術力や独創性などを紹介していきます。

1
Made in Kawachinagano

12オリジナル製品をつくる設備の大半は自社技術で賄います
3製品を説明する井上佳典社長　4樹脂管用の「スナップ継手」

▲冷媒配管用継手
　「おっぞんくん」


